
東大和市コミュニテ ス等運行ガ ン 素案 対す ブ ックコ

メン の結果 つい  

 

  

市民 地域 運行事業者 市 協働し 持続可能 地域交通を構築す ための 東大

和市コミュニテ ス等運行ガ ン の素案 つい ブ ックコメン を実施

した こ 次の の結果 ました  

 

 

 提出さ た意見の数及び提出した市民等の数 

東大和市コミュニテ ス等運行ガ ン 素案  件 人 

 

 

 意見の提出期間 

  成 月 日 金 成 月 日 月 ま  

 

 

 提出さ た意見の要約及び意見 対す 市の考え方 

  別紙の
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出者 No 
頁 

(行) 
意見 要約 市 考え方 

 (1) ― 現行 変更等 関 意見 

 既存 環 変更 加え 往 廃止

 

 駅 武蔵大和駅及び東大和市駅 結節点

東大和市役所 延長線 終着点  

 時間 本 運行 実施 利便性 実感 高 乗

車率 向 誘導  

ン 決定 原則 基本的

事項 定 指針 あ クコメン い

容 い 意見 求 現行

い 意見 い ま 参考ま 次

考え方 示 ま  

  時間 本 便 確保 前 い

環 距 延伸 現時点 困 あ

ま コン ク 相互 乗

各駅 クセ 能 い

往 必要 あ 考えま  

 時間 本 運行 利便性 向 ま 同時

運行経費 増大 ま 慎重 検討 必要 考えま

 

 (2) ― 市 交通全体 コミュ テ 交通 導入 図

現行 運行形態 運行間

隔 利用料金 見直 利用推進 図  

長大 利便性 利用者

減少 招 ま コミュ テ 交通

役割 分担 コミュ テ 交通

や路線 経路 交通空白地域 分担

交通 置  

(3) ８ コミュ テ 運賃 民間路線 初乗 運賃

あ 市 政策 整合 図 必要

い 廉 運賃設定 必要 考え  

市 公共交通体系 民間路線 構築 必

要 あ 民間路線 利用者 整合 必要 考え

ま 近隣市 い 初乗 運賃 見直 行う

市 多 いま  
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出者 No 
頁 

(行) 
意見 要約 市 考え方 

 (4)  

(10) 

運行基準 い 導入 概 ～ 年 経過 時

点 利用促進 図 あ 常 利用促進 図 年

目 見直 実施 う  

利用客 定着 一般的 ～ 年程度

いま ま 利用促進 効果 見極 期間 必要

あ ま 見直 い 状況 応 検討

必要 あ 考えま  

(5) 

(10) 

運行基準 い ％以 収支率 目指 あ

具体的 明 あ 利用率 乗車率 いう数

値目標 い  

％以 過去 収支率 ％

や近隣市 ン 定 目標水準 参考 設

定 いま 欄外 次 収支率 注釈

加筆い ま  

※収支率 運行経費 対 運行収入 比率

例え 運行経費 ， 万 運行収入 万

場合 収支率 ％ ま  

 (6)  

表 

コミュ テ 交通 役割 機能欄 地域 支え 地域

コン ク 路線あ 地域 限定 乗

必須 削除  

ペ 市 交通体系 メ 図 注釈 ※ い

コミュ テ 交通 既存 交通ネ ワ

ク 影響 い限 路線 停留所や駅 接 考

え ま 明記 いま 以 コミュ

テ 交通 い 考え 適用 ま

加筆 ま  

(7)  

表 

コミュ テ 交通 路線 性格欄 公的施設 利用

追記  

意見 踏まえ コミュ テ 欄 含 加筆

ま  
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出者 No 
頁 

(行) 
意見 要約 市 考え方 

 

 

 

(8) ８表 サ ビ 水準 目安 コミュ テ 運賃 欄

 

民間路線 初乗 運賃 同額又 以

割引運賃 含 い 準

廉 運賃 場合 限

い いう 容  

市 公共交通体系 民間路線 構築 必要

あ 民間路線 利用者 整合 必要 考え ま

近隣市 い 初乗 運賃 見直 行う市 多

いま  

当市 い 路線 同様 制度 あ い者割

引 入 いま 制度 東京都 事業

あ 路線 制度 まま適用 ま

近隣市 比 割引 大 い回数券 採用 いま  

(9) ８表 サ ビ 水準 目安 コミュ テ 利用目的

欄 公的施設 利用 追記  

意見 踏まえ コミュ テ 交通欄 含 加筆 ま

 

(10) ８表 サ ビ 水準 目安 コミュ テ 路線 欄

公的施設 商店街 結ぶ ほ い  

欄 広 あ 路線 示 市域 外縁

部 あ 駅  

(11)  

(10) 

運行基準 い 利用促進及び見直 実施

早 市民 協力 得 一緒 検討

いう表現 加え ほ い  

ペ い 利用 少 い地域 い

必要 応 自治会等 情報交換 行い 連携 模索

い ま 記載 いま ま ペ

ロ 図 市民 地域 連携検討 記載 いま  

ペ 対策 講 運行基準 満

い場合 次 見直 検討 ま 次

路線 一部 廃止 変更 地域

懇談等 意見徴 ま 加筆 ま  
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出者 No 
頁 

(行) 
意見 要約 市 考え方 

 

 

(12) ― ン 沿 コミュ テ 等 運

行 過程 い 見直 必要 時機

失 ン 見直 行う ま

ン 硬直的 運用 あ

い いう文言 追記 ほ い  

ン 基本的 指針 運用 ま 情勢 変

等 ン 容 実態 わ

場合 見直 必要 ま う 場合

見直 運用 い 考えま  

 

 (13) 図 似 用語 多 紛 わ い 整理 困 あ

Ｐ 図 強調 う 特定交

通 福祉目的以外 償交通 武蔵村山市： タク

併記 交通以外 移動手段 表記以外 基

本的 無償 交通手段 変更 う  

似 用語 い 混同 冒頭部分 用語 定

義 いま ま 武蔵村山市 運営 タク

道路運送法 コミュ テ 交通 同様 扱い

特定交通 該当 ま  

(14)  

図  

既存 交通ネ ワ ク 影響 い限 あ

誰 判断 同 道 通 いう あ

コミュ テ 交通 絵 い 餅 終わ  

同一 目的地ま 系統 系統

利用 能 状況 態様 考え ま ８ペ

検討 ロ 図 中 運行計画案 い 市

容検証 地域公共交通会議 協議

ま  

(15) 表 コミュ テ 後 追記

コミュ テ 交通 ロ 又 ョ 交

通 う ま 特定交通 対象 市 全域

限定 い  

特定交通 福祉 償運送 指 福祉 償運送

市 居 方 う 移動 福祉的 支援 必要

特定 個人 ま  

ま ロ 交通 田舎 交通 危惧

あ ま ョ 交通 用語 解  
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出者 No 
頁 

(行) 
意見 要約 市 考え方 

 

 

(16) ― 介護 必要 い 買い物弱者 あ 高齢者

足 う 視点 必要 い  

コミュ テ 交通空白地域 解消 図

超高齢 社会 必要 移動手段 確保 寄

コンセ ま コミュ テ 補完

コミュ テ 交通 い 同様 考え方 運用

想定 いま 停ま 歩行

困 移動 必要 方 タク

他 交通 担う必要 あ 考え いま  

(17)  

(22) 

コミュ テ 交通編 試行期間 6 あ 短

い い 判断 根拠 示 ほ

い  

 試行運行 決ま 後 予算 運行開始ま 間 運

行事業者 決定や国土交通省 認 手 相当 期間

要 ま 地域 い 試行運行 開始 備え

事前 十分 利用促進策 講 ま う

試行期間 いま 乗客数 増

加傾向 あ 場合 市 調整 交通会議 協議 経

更 限度 試行運行 期間 延長

いま  


